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 Vol.1 の中で、コラボレーションは��としていて⼤�だというお�をさせていただきま

した。⼀�に何かを�めるのは、1�で�めるよりも時間がかかったり�率的でないことも

あると思います。1�よりも2�、3�と��が�えるほど物事を決めたり�めたりすること

が⼤�になってくるのは当�かもしれません。�員同⼠の��でも、�⽣同⼠の協働作業

でも、�員と�業や団体の担当者の打�せでも、それぞれに事情がある�が�まれば、す

んなりと事が�ぶわけではありません。そんな中で、ありきたりかもしれませんが、�な

りに⼤切にしていることがあります。それは、

１．よく�すこと

２．⼀回であきらめない

ということです。

「よく�す」というのは、例えば�⽣同⼠であれば�いの�⽣⽣活のことや、���しい

かなど。�員同⼠も��の授業の��や�いの�⽣の��、�いの⼤�のことや、仲が�

まってくれば��のことなど。�員と�業や団体となると、�いに�く異なる��の仕事

や��のことなどをよく知り�う必�があると思います。もちろん、相⼿が�しくお�し

できないこともありますが、お�しができる��性の中では、より��した��体制がで

きてくると��しています。��の打ち�わせでも、�題に�る前に、�し�えない範囲

で�々と尋ねてみたり、⾃�のことを�してみたりします。

「⼀回であきらめない」は、�んな場⾯が想�できます。�⽣同⼠であれば、ミスコミュ

ニケーションで⼤事なミーティングができなかった時に、あまり気にせずすぐにスケジュ

ールをし�すとか、�員同⼠の��であれば、「�年はあまり上⼿くいかなかったけれど

来年はこうしよう」というように�へつなげることだったりします。⼀回でやめるのも時

には「�さ」ではありますが、回�を重ねた��は洗�されてきますし、��を重ねた�

�性の上に成り立つ��体制は�いにとって��の�い�果に�びつくように思います。
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